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第
七
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
洋
上
投
票
等
を
し
よ
う
と
す
る
審
査
人
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
七
条

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
五
十
九
条
の
六
第
四
項

又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
投
票
送
信
用
紙
及
び
投
票
送
信
用
紙
用
封
筒
を
入
れ
た
保
管
箱
又
は
保
管
用
封
筒
の

交
付
又
は
引
渡
し
を
受
け
た
同
令
第
五
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
船
長
は
、
当
該
指
定
船
舶
等
（
同
令
第

五
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
指
定
船
舶
等
を
い
う
。）の
航
海
の
期
間
中
に
、
審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
の
氏
名

及
び
告
示
番
号
（
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
告
示
番
号
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
知
つ
た
場
合
に

は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
を
同
令
第
五
十
条
第
六
項
に
規
定
す
る
船
員
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
五
十
九
条
の
八
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
五
十
九
条
の
六
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
投
票
送
信
用
紙
及
び
投
票
送
信
用
紙

用
封
筒
を
入
れ
た
保
管
箱
又
は
保
管
用
封
筒
の
交
付
又
は
引
渡
し
を
受
け
た
同
令
第
五
十
九
条
の
八
第
一
項
に
規

定
す
る
南
極
地
域
調
査
組
織
の
長
は
、
当
該
南
極
地
域
調
査
組
織
（
同
令
第
五
十
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
南
極

地
域
調
査
組
織
を
い
う
。）の
同
令
第
五
十
九
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
南
極
調
査
期
間
中
に
、
審
査
に
付
さ
れ

る
裁
判
官
の
氏
名
及
び
告
示
番
号
を
知
つ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
を
同
項
に
規
定
す
る
南
極
調
査
員
に
知

ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
を
削
り
、
第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
在
外
公
館
等
に
お
け
る
在
外
投
票
に
関
す
る
書
類
の
保
存
）

第
八
条

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
六
十
五
条
の
八
第
二
項

に
規
定
す
る
調
書
は
、
審
査
の
期
日
か
ら
五
年
間
（
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
が
提

起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
な
く
な
つ
た
日
又
は
審
査
の
期
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る

日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）、
総
務
大
臣
に
お
い
て
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
投
票
に
関
す
る
書
類
（
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
に
送
付
し
た
も
の
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
令
第
六
十
五

条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
送
付
し
た
も
の
を
除
き
、
審
査
に
用
い
な
か
つ
た
投
票
用
紙
を
含

む
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
、
同
法
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
在
外
公
館
の
長
に
お
い
て
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
書
類
の
う
ち
次
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

審
査
の
期
日
か
ら
五
年
間
（
法
第
三
十
六
条
又
は
第

三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
な
く
な
つ
た
日
又

は
審
査
の
期
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）

二

審
査
に
用
い
な
か
つ
た
投
票
用
紙

審
査
の
期
日
か
ら
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴

訟
の
出
訴
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
当
該
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係

属
し
な
く
な
つ
た
日
又
は
当
該
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）

第
十
条
中
「
十
年
間
」
を
「
五
年
間
（
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場

合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
な
く
な
つ
た
日
又
は
審
査
の
期
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず

れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）、」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
開
票
に
関
す
る
書
類
」
の
下
に「（
第
一
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
審
査
の
投
票
等
」
と
総

称
す
る
。）」
を
加
え
、「
審
査
の
期
日
か
ら
十
年
間
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

期
間
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

審
査
の
投
票
等
の
う
ち
次
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

審
査
の
期
日
か
ら
五
年
間
（
法
第
三
十
六
条
又

は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
な
く
な
つ
た

日
又
は
審
査
の
期
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
五
年
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
十
二
号

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
附
則
第
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
五
年
二
月
十
七
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

松
本

剛
明

法
務
大
臣

藤

健

外
務
大
臣

林

芳
正

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
五
年
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
十
三
号

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
施
行
に

伴
い
、
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び

第
五
十
六
条
並
び
に
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
百
七
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

（
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第
十
四
条
の
規
定
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
」に
改
め
る
。

第
六
条
を
削
る
。

第
七
条
中
「
書
類
」
の
下
に「（
審
査
に
用
い
な
か
つ
た
投
票
用
紙
を
含
む
。第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
、「
審
査
の
期
日
か
ら
十
年
間
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
、」に
改

め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

当
該
書
類
の
う
ち
次
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

審
査
の
期
日
か
ら
五
年
間
（
法
第
三
十
六
条
又
は
第

三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
な
く
な
つ
た
日
又

は
審
査
の
期
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）

二

審
査
に
用
い
な
か
つ
た
投
票
用
紙

審
査
の
期
日
か
ら
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
訴

訟
の
出
訴
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
当
該
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
が
裁
判
所
に
係

属
し
な
く
な
つ
た
日
又
は
当
該
経
過
す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
）
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